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　令和５年度岩国地区防災協会定時総会が５月２４日、いわくに消防防災センター講堂で開催されました。議事では

前年度の事業報告、決算報告、新年度の事業計画及び予算案が審議され、承認されました。総会に先立ち、岩国地区

防災協会会長表彰が行なわれ、高原会長から表彰状と記念品が授与されました。受賞されたのは次の方々です。

令和５年度全国統一防火標語令和５年度全国統一防火標語

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」「火を消して 不安を消して つなぐ未来」
令和５年度危険物安全週間推進標語令和５年度危険物安全週間推進標語

「意志つなぐ 連携プレーで 事故防ぐ」「意志つなぐ 連携プレーで 事故防ぐ」

令和5年度岩国地区防災協会定時総会

受賞おめでとうございます

【優良事業所表彰】

   ホームプラザナフコ南岩国店　様

   岩国空港ビル株式会社　様

   有限会社アウルズコーポレーション　様

   日本製紙ユニテック株式会社岩国事業所　様

【優良従事者表彰】

   金川 友太 様  株式会社木村商会　サンライズ桂

   青見 秀隆 様  株式会社吉田石油店九州支店周東ＳＳ

岩国地区防災協会会長表彰

定時総会風景（写真右から）
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令
和
五
年
五
月
か
ら
当
協
会
会
長
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
日
本
製
紙
株
式
会
社
岩
国
工
場
の
大
田
康

志
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
会
の
目
的
は
、
「
消
防
法
に
定
め
る
危
険

物
施
設
、
一
般
防
火
対
象
物
の
火
災
予
防
に
関
す

る
諸
規
定
の
周
知
徹
底
、
防
火
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
親
睦
を
図
り
、
各

種
災
害
の
未
然
防
止
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で
す
。

　

岩
国
地
区
防
災
協
会
は
昭
和
三
七
年
に
「
岩
国

市
危
険
物
安
全
協
会
」
と
し
て
発
足
し
、
平
成
一

三
年
に
現
名
称
に
改
名
を
し
て
お
り
ま
す
。
協
会

設
立
以
降
、
地
域
社
会
へ
の
防
火
防
災
活
動
は
勿

論
の
こ
と
将
来
を
担
う
技
術
者
の
育
成
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
実
績
と
発

展
は
諸
先
輩
方
や
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
あ
り
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
こ
の
歴
史
と
実
績
を
誇
る
協
会
の
会
長
に

就
任
す
る
に
あ
た
り
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
努
力

し
、
任
務
を
遂
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

 

ま
だ
若
輩
者
で
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

さ
て
、
昨
年
の
山
口
県
内
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
地
区
に
お
け
る
火
災
や
漏
え
い
等
の
事
故

は
、
三
一
件
と
一
昨
年
の
三
八
件
か
ら
減
少
は

し
ま
し
た
が
、
令
和
二
年
以
降
、
三
〇
件
以
上

の
高
止
ま
り
の
状
況
で
推
移
し
て
お
り
、
大
変

憂
慮
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
故
原
因
は
、
周
辺
設
備
の
腐
食
劣
化
、
破

損
な
ど
設
備
管
理
不
十
分
に
起
因
し
た
も
の
が

例
年
よ
り
多
く
発
生
し
て
お
り
、
作
業
時
の
操

作
確
認
不
十
分
、
誤
操
作
な
ど
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
起
因
し
た
も
の
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
多
く
の
企
業
の
共
通
の
課
題
で

す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨

災
害
や
、
今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
の
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
確
保
も

年
々
重
要
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

消
防
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
行
政
の
方
々

と
の
情
報
共
有
、
連
携
し
た
対
応
に
よ
る
減
災

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
協
会
の
役
割
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
地

域
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
諸
事
業
を
通
じ

て
各
種
災
害
の
未
然
防
止
に
寄
与
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
防
災
協
会
の
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　６月22日（木）、令和5年度山口県危険物安全大会並びに通常総会が山口市のＫＫＲ山口あさくらにおいて開催され、当協

会から関係者と表彰受賞者が参加しました。当大会は、県内の危険物関係事業所の災害事故防止の徹底と自主保安意識の高

揚を図るとともに、地域住民の危険物に対する認識を深め、危険物関係業界の発展と安全な地域づくりに寄与することを目

的に開催されています。今年度は、元東京消防庁 石井義明氏による「泡消火薬剤を取り巻く化学物質規制の現状と今後の動

向」との題目で特別講演も実施されました。また、大会に先立ち、危険物の安全管理に功績があった方々（事業所及び個

人）に栄えある表彰が行なわれ、当協会からは、次の方々が受賞されました。

（一社）山口県危険物安全協会連合会会長表彰
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　各種事業を推進するために新規入会していただける

事業所を募集しております。事務局では、新規会員獲

得の活動を積極的に行っており、会員の皆様からのご

紹介をお待ちしております。

　令和５年７月１９日に開催された中国地区消防救

助技術指導会（参加隊員３６５人）に出場した岩国

地区消防組合の団体種目６チーム、個人種目２名の

うち、団体種目の２チーム、個人種目１名が上位入

賞を果たし、北海道札幌市で開催される全国消防救

助技術大会への出場権を獲得しました。個人種目に

おいては、初の全国大会出場となります。全国消防

救助技術大会は、全国９地区支部の指導会で優秀な

成績を収めた救助のスペシャリストが一同に会して

行われる大会であり、消防技術の錬磨、強靭な体力

と精神力を養うことを目的としています。

　岩国地区消防組合は、安全で安心なまちづくりの

ために、全力で取り組んでまいります。
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　ＡＥＤを設置している事業所は、年々増加し

ており、この知識を身に付けておくことは、い

ざという時に尊い人命を救うこととなります。

講習は無料です。 お申込みは事務局まで。

　11月21日（火）22日（水）の1泊2日で、岩国地区防災協会主催の先進地視察研修を計画
しております。
　4年ぶりとなる視察研修先は、福岡県北九州市の日本製鉄株式会社九州製鉄所と北九州市
日明浄化センターの視察を予定しております。
　最先端の技術と、保安体制を研修し、更なる会員相互の親睦と協調を図りたいと思います。
会員の皆様には、ふるってご参加をお願いします。
　参加費用は、25,000円です。お申し込みは事務局まで。


